
 

 

保護者の皆様へ 

日頃より、市政に対しご理解とご協力をいただき、まことにありがとうございます。 

さて、会津若松市では、令和２年度から令和６年度までの５年間を計画期間とする「会津若松市子ども・子

育て支援事業計画」のもと、「みんなで育み、笑顔が満ちあふれた子どもが育つまち」を目指し、教育・保育・子

育て支援の充実に取り組んでおります。 

今回、令和７年度からの次期計画の策定及び推進に向けた基礎資料とするため、教育・保育・子育て支援に

関する「現在の利用状況」や「今後の利用希望」などを把握するアンケート調査を前回（平成 30年度）に引き

続き実施いたします。 

皆様のご意見が、今後の子育て施策を推進する上で、重要な資料となります。 

お忙しいところ大変恐縮ですが、回答にご協力くださいますようお願い申し上げます。 

会津若松市長 室井 照平 

●この調査票は、本市で就学前のお子さんを育てている保護者の皆様に送付しています。（封筒のあて名

は、「お子さんの氏名・保護者様」と表記しています） 

●回答いただいた内容は、すべて統計的に処理し、個々のデータを公表したり、他の目的に使用することは

ありません。 

●回答いただいた内容（施設やサービスの利用希望等）が、実際の施設やサービスの利用の可否などに影響

することはありません。 

●ご回答にあたり、本市の子育て支援事業等をまとめた「子育てポータルサイト」（市 HPのトップページ右上

にバナーあり）を参考としてご活用ください。 

⇒ https://www.city.aizuwakamatsu.fukushima.jp/docs/2023072000011/ 

●ご記入後の調査票を同封の返信用封筒（切手不要）に入れ、ご投函ください。また、Ｗｅｂ上でもご回答い

ただけます。次ページ記載のURL又はQRコードからご回答ください。 

※ご回答はどちらか一方でお願いいたします。 

●ご投函又はＷｅｂ上でのご回答を令和6年3月25日(月)までにお願いいたします。 

 

【用語の定義】 

この調査票における用語の定義は以下のとおりです。 

・幼 稚 園： 学校教育法に定める、３～５歳児に対して学校教育を行う施設（学校教育法第22条） 

・保 育 所： 児童福祉法に定める、保育を必要とする０～５歳児に対して保育を行う施設 

（児童福祉法第39条） 

・認定こども園： 幼稚園と保育所の機能を併せ持つ施設（就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な

提供の推進に関する法律第２条第６項） 

・子 育 て： 教育・保育その他の子どもの健やかな成長のために行われる支援 

・教 育： 問18までにおいては家庭での教育を含めた広い意味、問19以降においては幼児期の学

校における教育の意味で用いています 

【お問い合わせ先】会津若松市役所こども保育課 ０２４２-３９-１２３９ 

子育て支援に関するアンケート調査ご協力のお願い 
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 問１   お住まいの地区はどこですか。（○は１つ） 

１． 行仁地区 ２． 鶴城地区 ３． 謹教地区 ４． 城北地区 

５． 日新地区 ６． 城西地区 ７． 永和地区 ８． 神指地区 

９． 門田地区 10． 城南地区 11． 一箕地区 12． 松長地区 

13． 東山地区 14． 大戸地区 15． 湊地区 16． 小金井地区 

1７． 荒舘地区 1８． 川南地区 1９． 河東地区  

 

 

 

 問２   あて名のお子さんの生年月はいつですか。また、養育されているお子さんは何人で、

あて名のお子さんは第何子ですか。 

（年号のどちらかに〇。□内に数字で記入。数字は一枠に一字。） 

 平成・令和 □□年 □□月生まれ。お子さん □人のうち 第 □子 

 問３   この調査票に回答いただく方はどなたですか。（○は１つ） 

１． 母親      ２． 父親      ３． その他（続柄：              ） 

 問４   この調査票に回答いただく方の配偶関係についてお答えください。 

１． 配偶者がいる（事実婚を含む）      ２． 配偶者はいない 

 問５   あて名のお子さんの子育て(教育を含む)を主に行っているのはどなたですか。       

（○は１つ） 

１． 父母ともに    ２． 主に母親     ３． 主に父親     ４． 主に祖父や祖母 

５． その他（                            ） 

 問６   現在、公的な制度（生活保護、児童扶養手当、ひとり親家庭医療費助成、就学援助)を 

利用していますか。 

１． 利用している(受けている)       ２． 利用していない(受けていない) 

ご家族の状況についてうかがいます。 

お住まいの地区（地域）についてうかがいます。 

 

 

○Ｗｅｂ上でご回答いただく場合、パソコン、タブレット、スマートフォンで調査専用画面にアクセス

していただき、下記のＩＤとパスワードをご入力の上、画面の指示に従ってご回答ください。  

なお、回答の際にはパケット通信料がかかりますので、ご承知の上ご協力ください。 

◇調査専用画面 URL  https://smilesurvey.co/s/19630cba/o  

【ＩＤ】             【パスワード】 

※ＩＤ・パスワードは、調査専用画面に入るための認証キーです。回答者を特定するためのものではありません。 
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 問７   世帯年収についてお答えください。（○は１つ） 

１． 収入無し       ２． 100万円未満    3． 100万円以上 200万円未満 

４． 200万円以上 300万円未満          ５． 300万円以上 400万円未満  

６． 400万円以上 500万円未満          7． 500万円以上 600万円未満  

8． 600万円以上 700万円未満          9． 700万円以上 800万円未満 

１０． 800万円以上 900万円未満       11． 900万円以上 1,000万円未満   

12． 1,000万円以上 
 
 

 

 問８   あて名のお子さんの子育て（教育を含む）に日常的に関わっている方はどなた（施設）

ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

１． 父母ともに  ２． 母親  ３． 父親  ４． 祖父や祖母  ５． 幼稚園  ６． 保育所       

７ ．認定こども園  ８． その他（具体的に：                            ） 

 問９   あて名のお子さんの子育て（教育を含む）に影響すると思われる環境は何ですか。      

（あてはまる番号すべてに○） 

１． 家庭    ２． 地域    ３． 幼稚園   ４． 保育所   ５． 認定こども園  

６． その他（具体的に：                                         ） 

 問10   あて名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。

また、相談できる場所はありますか。 

１． いる／ある          ２． いない／ない  ⇒ 問１１へ 

 問 10-1   問 10で「１.いる／ある」に○をつけた方にうかがいます。お子さんの子育て（教

育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。                

（あてはまる番号すべてに○） 

１． 祖父母等の親族      2． 友人や知人      ３． 近所の人 

４． 保育士・幼稚園教諭   ５． 保育所、認定こども園、幼稚園等の保護者 

６． 民生委員・児童委員   ７． かかりつけの医師 

８． 子育て支援施設（地域子育て支援センター、児童館、NPO等） 

９． 自治体等の子育て関連担当窓口 

（教育相談室、家庭児童相談室、保健所、市役所の子育て世代包括支援センター等） 

1０． インターネット上の掲示板等のサイト  

１１． その他  

【例】専用の電話相談、障がい福祉サービス事業所 

子育てをめぐる環境についてうかがいます。 
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 問 11   子育てに関して不安感や負担感を感じていますか。（○は１つ） 

１． 非常に感じる  ２． やや感じる     ３． あまり感じない  ４． 全く感じない 

 問 11-1   問 11で「１.非常に感じる」「２.やや感じる」に○をつけた方にうかがいます。 

子育てに関して不安や負担に思うことはどのようなことですか。           
（あてはまる番号すべてに○） 

１． 子どもにかかりきりで時間に余裕がない 

２． 夫婦で楽しむ時間がない 

３． 自分の趣味や娯楽を気軽に楽しめない 

４． 気の休まる時間がない。子育ては根気がいるなど、精神的に負担が大きい 

５． 子どもの世話で肉体的に疲れる 

６． 子育てで出費がかさむ 

７． 親として子育ての自信がない 

８． 仕事が忙しくて、子どもとふれ合う時間が取れない 

９． 子育てで仕事を続けるのが難しい 

10． 住宅が手狭で不自由だ 

11． 配偶者（パートナー）の協力が得られない 

12． 子育てが大変なことを身近な人が理解してくれない 

13． 子育てについて職場の理解がない 

14． 相談窓口が分からない 

15． 子どもの病気や発達、障がいなどに不安がある 

16． その他 【記入例】 核家族で、実家も遠く、頼る人が少ない。 

（具体的に：                                      ） 

 問 12   すべての方にうかがいます。お子さんと過ごす時間はおおよそどの程度（就寝時間

は除く）ですか。（□内に数字で記入。数字は一枠に一字。）また、その時間数をどのよ

うに感じていますか。お母さん・お父さんそれぞれについて記入してください。   

（○は１つずつ） 

 
母親（父子家庭の場合は記入不要） 父親（母子家庭の場合は記入不要） 

平日の時間数 
平日 □□時間ぐらい 平日 □□時間ぐらい 

休日の時間数 
休日 □□時間ぐらい 休日 □□時間ぐらい 

時間数をどの

ように感じて

いますか 

１．十分である ２．まあ十分である 

３．ふつう    ４．やや足りない 

５．足りない 

１．十分である ２．まあ十分である 

３．ふつう    ４．やや足りない 

５．足りない 

 

子育てや子どもに対する考えについてうかがいます。 

問 12へ 
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 問 13   理想的な子どもの人数と実際持とうと考えている（持っている）人数は、何人ですか。

（○は１つずつ） 

（１）【理想と考える人数】 

１． １人   ２． ２人   ３． ３人   ４． ４人   ５． ５人以上   ６． 子どもは持たない 

（２）【実際、持とうとしている（持っている）人数】 

１． １人   ２． ２人   ３． ３人   ４． ４人   ５． ５人以上 

 問 14   問 13で（１）【理想と考える人数】より（２）【実際、持とうとしている(持っている)人

数】が少ない方にうかがいます。理想的と考える人数の子どもを持てない・持たない理

由は何だと感じますか。（あてはまる番号すべてに○） 

１． 養育費がかかるから 

２． 教育費（給食費や習い事に係る費用等も含む）がかかるから 

３． 精神的・肉体的負担が大きいから 

４． 社会・教育環境に不安があるから 

５． 子育て支援の公的サービスが使いにくいから 

６． 配偶者（パートナー）の家事･育児への協力が得られないから 

７． 仕事をしたいから 

８． 家が狭いから 

９． 出産が年齢的に難しいから 

10． 時間的なゆとりがほしいから 

11． 配偶者（パートナー）の意向 

12． 子どもがあまり好きではないから 

13． 子どもができないから 

14． 対応できる医療機関が少ないから 

1５． その他 【記入例】 核家族で、実家も遠く、頼る人が少ない。 

（具体的に：                                                ） 

 問 15   すべての方にうかがいます。生活の中で、「仕事の時間」と「家事（育児）・プライベー

トの生活時間」の優先度について教えてください。                      

（あてはまる番号それぞれに１つずつに○） 

（１）母親 【父子家庭の場合は記入不要です】 

〔希望〕                          〔現実〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．仕事の時間を優先したい 

２．家事（育児）時間を優先させたい 

３．プライベートを優先させたい 

４．仕事・家事（育児）・プライベートを 

バランスよく行いたい 

５．その他 

                        

１．仕事の時間を優先している 

２．家事（育児）時間を優先している 

３．プライベートを優先している 

４．仕事・家事（育児）・プライベートを 

バランスよく行っている 

５．その他 
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（２）父親 【母子家庭の場合は記入不要です】 

〔希望〕                          〔現実〕 

１． 仕事の時間を優先したい 

２． 家事（育児）時間を優先させたい 

３． プライベートを優先させたい 

4． 仕事・家事（育児）・プライベートを 

バランスよく行いたい 

５． その他 

                         

 

1． 仕事の時間を優先している 

２． 家事（育児）時間を優先している 

３． プライベートを優先している 

４． 仕事・家事（育児）・プライベートを 

バランスよく行っている 

５． その他 

                        

 

 

 

 問 16   あて名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業や家族従事者も含む）をうか

がいます。 

（１）母親 【父子家庭の場合は記入不要です】 （○は１つ）  

１． フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、 

産休・育休・介護休業中ではない 

２． フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、 

産休・育休・介護休業中である 

３． パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、 

産休・育休・介護休業中ではない 

４． パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、 

産休・育休・介護休業中である 

５． 以前は就労していたが、現在は就労していない 

６． これまで就労したことがない 

 

（１）-1  （１）で「１.～４.」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。   

就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンや平均でお答えくださ

い。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。                             

（□内に数字で記入してください。数字は一枠に一字。） 

 

 

 

 

 

 

      １週あたり □日      １日あたり □□時間 

⇒ （1）-1へ 

⇒ (２)へ 

あて名のお子さんの保護者の就労状況についてうかがいます。 
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（２）父親 【母子家庭の場合は記入不要です】 （○は１つ） 

１． フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、 

育休・介護休業中ではない 

２． フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、 

育休・介護休業中である 

３． パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、 

育休・介護休業中ではない 

４． パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、 

育休・介護休業中である 

５． 以前は就労していたが、現在は就労していない 

６． これまで就労したことがない 

 

（２）-1  （２）で「１.～４.」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

１週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。  

就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンや平均でお答えください。

育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

（□内に数字で記入してください。数字は一枠に一字。） 

      １週あたり □日      １日あたり □□時間 

 

 問 17   問 16の（１）または（２）で「３.」または「４.」（パート・アルバイト等で就労している）に

○をつけた方にうかがいます。該当しない方は、問 1８へお進みください。 

フルタイムへの転換希望はありますか。（○は１つずつ） 

（１）母親  【父子家庭の場合は記入不要です】 

１． フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、実現できる見込み

がある 

２． フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望はあるが、実現できる見込

みはない  

３． パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続けることを希望 

４． パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）をやめて子育てや家事に専念したい 

 

（２）父親  【母子家庭の場合は記入不要です】 

１． フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、実現できる見込み

がある 

２． フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望はあるが、実現できる見込

みはない 

３． パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続けることを希望 

４． パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）をやめて子育てや家事に専念したい 

⇒ （２）-1へ 

⇒ 問 18へ 
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 問 18   問 16の（１）または（２）で「５．以前は就労していたが、現在は就労していない」また

は「６．これまで就労したことがない」に○をつけた方にうかがいます。該当しない方

は、問 19へお進みください。 

就労したい希望はありますか。                                           

（あてはまる番号・記号、それぞれ１つに○）                                      

（該当する□内には数字を記入してください。数字は一枠に一字。） 

（１）母親  【父子家庭の場合は記入不要です】 

１． 子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２． 1年より先、一番下の子どもが □□歳になったころに就労したい 

３． すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

→希望する就労形態    ア． フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

イ． パートタイム、アルバイト等（「ア」以外） 

→１週あたり □日   １日あたり □□時間 

ウ． 就労形態までは、まだ考えていない 

 

（２）父親  【母子家庭の場合は記入不要です】 

１． 子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２． 1年より先、一番下の子どもが □□歳になったころに就労したい 

３． すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

→希望する就労形態    ア． フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

イ． パートタイム、アルバイト等（「ア」以外） 

→１週あたり □日   １日あたり □□時間 

ウ． 就労形態までは、まだ考えていない 
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※ここでいう「定期的な教育・保育事業」とは、月単位などで定期的に利用している事業を言います。 

具体的には、幼稚園や保育所など、問 19-2に示したものです。 

 問 19   あて名のお子さんは現在、幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育事業」を利用

されていますか。 

 １． 利用している               ２． 利用していない ⇒ 問 19-6へ 

 問 19-1   問 19で「１．利用している」に○をつけた方にうかがいます。（問 19-1～問 19-５

に回答してください） 

あて名のお子さんは、希望した保育サービスを利用することができましたか。   
（○は１つ） 

１． 希望する時期に利用できた 

２． 時期を調整して利用することができた（→下記に調整した内容を記入してください） 

３． 利用することができなかった 

４． その他（                                   ） 

「２．時期を調整して利用することができた」と答えた方は、調整した内容を記入してください。  

（例：育児休業の期間を調整した。祖父母に預けた。） 

 

 問 19-２   あて名のお子さんは、現在、月曜日から金曜日にどのような教育・保育事業を利用

していますか。年間を通じて「定期的に」利用している事業をお答えください。 

（あてはまる番号すべてに○） 

１． 幼稚園 

（通常の就園時間の利用） 

 

３． 認可保育所 

(国が定める最低基準に適合した施設で都道府県

等の認可を受けた定員20人以上のもの） 

5． 小規模な保育施設 

（国が定める最低基準に適合した施設で市町村の

認可を受けた定員が概ね６～19人のもの） 

７． 事業所内保育施設  

(企業が主に従業員用に運営する施設） 

 

９． 児童発達支援 

（障がいのある子どもや、発達に課題のある子ども

の通所支援） 

11．ファミリー・サポート・センター 

（会員制による相互援助活動） 

２． 幼稚園の預かり保育 

(通常の就園時間を延長して預かる事業のうち 
定期的な利用のみ） 

４． 認定こども園 

（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設） 

 

６． 家庭的保育 

（保育者の家庭等で5人以下の子どもを保育する 

事業） 

８． 認可外の保育施設 

（認可保育所ではないが、県へ届出のある施設等） 

 

10．居宅訪問型保育 

（ベビーシッターのような保育者が子どもの家庭で 

保育する事業） 

1２．その他 

（                           ） 

あて名のお子さんの月曜日から金曜日までの定期的な 

教育・保育事業の利用状況についてうかがいます。 
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 問 19-３   月曜日から金曜日に定期的に利用している教育・保育事業について、合計でどのく

らい利用していますか。また、希望としてはどのくらい利用したいですか。おおよそ

の１週あたり何日、１日あたり何時間（何時から何時まで）かを、□内に具体的な数字

で記入してください。                                           

（数字は一枠に一字）（時間は、（例）０９時～１８時のように２４時間制で記入） 

（１）現在 

  １週あたり □日    １日あたり □□時間 （ □□時～ □□時 ） 

（２）希望 

  １週あたり □日    １日あたり □□時間 （ □□時～ □□時 ） 

 問 19-４   現在、利用している教育・保育事業の実施場所はどこですか。 

  1． 会津若松市内      2． 会津若松市外 

 問 19-５   月曜日から金曜日に定期的に教育・保育事業を利用している理由は何ですか。 

（あてはまる番号すべてに○） 

１． 子どもの教育や発達のため 

２． 子育て（教育を含む）をしている人が現在就労している 

３． 子育て（教育を含む）をしている人が就労予定がある／求職中である 

４． 子育て（教育を含む）をしている人が家族・親族などを介護している 

５． 子育て（教育を含む）をしている人が病気や障がいがある 

６． 子育て（教育を含む）をしている人が学生である 

７． その他（具体的に：                             ） 

⇒ 問 20へ 

 問 19-６   問 19で「２．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。 

利用していない理由は何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

１． （子どもの教育や発達のため、子どもの母親か父親が就労していないなどの理由で） 

利用する必要がない 

２． 子どもの祖父母や親戚の人がみている 

３． 近所の人や父母の友人・知人がみている 

４． 利用したいが、保育・教育の事業に空きがない 

５． 利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない 

６． 利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない 

７． 利用したいが、事業の質や場所など、納得できる事業がない 

８． 家族で過ごす時間を大切にしたい 

９． 子どもがまだ小さいため（   歳くらいになったら利用しようと考えている） 

１０． その他（具体的に：                                      ） 

⇒ 問 20へ 
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 問20   すべての方にうかがいます。現在、利用している、利用していないにかかわらず、あて名

のお子さんの月曜日から金曜日の教育・保育事業として、「定期的に」利用したいと考える

事業をお答えください。（あてはまる番号すべてに○） なお、これらの事業の利用には、一

定の利用者負担（世帯収入・所得に応じた利用料等）が発生する場合があります。 

※勤務の不規則な方も現時点での希望としてご記入ください。 

１． 幼稚園 

（通常の就園時間の利用） 

 

３． 認可保育所 

（国が定める最低基準に適合した施設で都道府県

等の認可を受けた定員２０人以上のもの） 

５． 小規模な保育施設 

（国が定める最低基準に適合した施設で市町村の 

認可を受けた定員が概ね６～１９人のもの） 

７． 事業所内保育施設 

（企業が主に従業員用に運営する施設） 

 

９． 児童発達支援 

（障がいのある子どもや、発達に課題のある子ども

の通所支援） 

 

11．ファミリー・サポート・センター 

（会員制による一時預かりを中心とした相互 

援助活動） 

２． 幼稚園の預かり保育 

（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち 

定期的な利用のみ） 

４． 認定こども園 

（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設） 

 

６． 家庭的保育 

（保育者の家庭等で５人以下の子どもを保育する 

事業） 

８． その他の認可外の保育施設 

 

 

10．居宅訪問型保育 

（ベビーシッターのような保育者が子どもの家庭

で保育する事業） 

 

12．その他 

（具体的に：                    ） 

 

 

 問20-１   問20で「1．幼稚園」または「２．幼稚園の預かり保育」に○をつけ、かつ ３～12の

うち一つでも○をつけた方にうかがいます。 

特に幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含む）の利用を強く希望

しますか。 

  １． はい            ２． いいえ 

 
 問20-2   現時点での考えとして、教育・保育事業を利用したい場所はどこですか。 

  １． 会津若松市内      ２． 会津若松市外 
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 問20-３   国が検討している「こども誰でも通園制度（仮称）」（下記※参照）が創設された場

合、利用を希望しますか。（○は１つ） また、「利用したい」場合は、おおよその１週

あたり 何日、１日あたり何時間（何時から何時まで）かを、□内に具体的な数字

で記入してください。（数字は一枠に一字）  

（時間は、（例）０９時～１4時のように２４時間制で記入） 
  ※事業の利用にあたっては、一定の利用者負担が発生する場合があります。 

１． 利用したい 

１週あたり □日  １日あたり □□時間 （ □□時～ □□時 ） 

２． 以下の※に該当する児童がいるが、利用したいと思わない 

３． 以下の※に該当する児童がいない又は今後もいない見込みなので、利用しない 

※「こども誰でも通園制度（仮称）」とは 

 ０歳６か月から満３歳未満で保育所等を利用していない未就学児を対象とし 、月一定時間までの 

利用可能枠の中で 、就労要件を問わず、時間単位で柔軟に保育所等を利用できる新たな制度。 

 

 

 

 問21   あて名のお子さんは、現在、地域子育て支援拠点事業（親子が集まって過ごしたり、相

談をしたり、情報提供を受けたりする場で、「子育て支援センター」などと呼ばれていま

す）を利用していますか。（利用しているものすべてに○）また、おおよその利用回数（頻

度）と時間を□内に数字で記入してください。（数字は一枠に一字） 

１． 地域子育て支援拠点事業（保育所などに併設されている「地域子育て支援センター」など） 

１週あたり □回 もしくは １ヶ月あたり □回程度 ⇒ １回あたり □□時間 

２． その他の類似の事業（例えば児童館の幼児クラブなど）（具体名：               ） 

１週あたり □回 もしくは １ヶ月あたり □回程度 ⇒ １回あたり □□時間 

３． 利用していない 

４． 事業自体を知らない 

 問22   地域子育て支援拠点事業について、今は利用していないが、できれば今後利用したい、

あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。（１つに○）また、おおよその利用回数

（頻度）を□内に数字で記入してください。（数字は一枠に一字）                           

なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生する場合があります。 

１． 利用していないが、今後利用したい 

１週あたり □回 もしくは １ヶ月あたり □回程度  

２． すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい  

１週あたり さらに □回 もしくは １ヶ月あたり さらに □回程度  

３． 新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない 

地域の子育て支援事業の利用状況についてうかがいます。 
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 問23   下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後利用したい 

と思うものをお答えください。①～⑱の事業ごとに、Ａ～Ｃのそれぞれについて、「はい」、

「いいえ」のいずれかに○をつけてください  

なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生する場合があります。 

事業名 A 知っている 
B これまでに利

用したことがある 

C 今後必要であ

れば利用したい 

①家庭教育講座 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

②家庭児童相談室（市の相談窓口） はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

③子育て世代包括支援センター（妊娠・出産・

子育ての相談窓口。健康増進課、こども家庭

課、こども保育課） 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

④教育相談室（教育委員会にある相談窓口） はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑤保育所、認定こども園、幼稚園の園庭等

の開放 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑥地域子育て支援センター 

（地域における相談や親同士の交流の場） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑦児童館（子どもが自由に過ごせる施設） はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑧認定こども園 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑨特定保育（保護者のパート労働や定期的な看

護・介護などのための週２、３日程度の保育） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑩ファミリー・サポート・センター はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑪夜間急病センター はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑫休日当番医制事業 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑬障がい児相談支援・障がい福祉サービス はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑭子育て支援チラシ（市の窓口に備え付け） はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑮市政だより、市のホームページ（子育て関

連） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑯虐待が心配な場合の市への通報制度 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑰子ども未来基金助成事業 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑱生活保護、児童扶養手当、就学援助 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 
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 問24   あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育事業の利用

希望はありますか。（一時的な利用は除きます）（１つに○） 

希望がある場合は、利用したい時間帯を、(例)０９時～１８時のように２４時間制で記入

してください。（数字は一枠に一字） なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担

が発生する場合があります。 

※教育・保育事業とは、認定こども園、幼稚園、保育所、認可外保育施設などの事業を指           

しますが、親族・知人による預かりは含みません。 

（勤務の不規則な方も現時点での希望として記入してください。） 

（１）土曜日 

１． 利用する必要はない 

２． ほぼ毎週利用したい          利用したい時間帯 

３． 月に１～２回は利用したい       □□時から □□時まで 

（２）日曜日・祝日 

１． 利用する必要はない 

２． ほぼ毎週利用したい          利用したい時間帯 

３． 月に１～２回は利用したい       □□時から □□時まで 

 問24-1   問24の（１）もしくは（２）で、「３．月１～２回は利用したい」に○をつけた方にうか

がいます。毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。               

（あてはまる番号すべてに○） 

１． 月に数回仕事が入るため 

２． 平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため 

３． 親族の介護や手伝いが必要なため 

４． 土曜日や日曜日・祝日も仕事のため 

５． その他（                                   ） 

 問25   現在「幼稚園」または「認定こども園」の幼稚園機能部分を利用されている方のみにう

かがいます。あて名のお子さんについて、夏休み・冬休みなど長期休み中の教育・保育事

業の利用を希望しますか。（１つに○）また、希望がある場合は、利用したい時間帯を、  

(例)０９時～１８時のように２４時間制で記入してください。（数字は一枠に一字）                        

なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

１． 利用する必要はない 

２． 休みの期間中、ほぼ毎日利用したい      利用したいおおよその時間帯 

３． 休みの期間中、週に数日利用したい       □□時から □□時まで 

あて名のお子さんの土曜日・日曜日・祝日や長期休み中の 
「定期的」な教育・保育事業の利用希望についてうかがいます。 
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 問26   月曜日から金曜日の定期的な教育・保育事業を利用していると答えた保護者の方（問

19で「１．利用している」に○をつけた方）にうかがいます。利用していない方は、問27

にお進みください。 

この１年間、あて名のお子さんが病気やケガで普段利用している事業が利用できなかっ

たことはありますか。 

  １．あった                ２．なかった  ⇒ 問 27へ 

 

 問26-1   あて名のお子さんが病気やケガで普段利用している教育・保育事業が利用できな

かった場合に、この１年間に行った対処方法としてあてはまる記号すべてに○をつ

け、それぞれの日数も□内に数字で記入してください。 

（半日程度の場合も１日とカウント 数字は一枠に一字） 

 １年間の対処方法 日数 

ア． 父親が休んだ □□ 日 

イ． 母親が休んだ □□ 日 

ウ． （同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった □□ 日 

エ． 父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた □□ 日 

オ． 病児・病後児の保育を利用した □□ 日 

カ． ファミリー・サポート・センターを利用した □□ 日 

キ． 仕方なく子どもだけで留守番をさせた □□ 日 

ク． その他（具体的に：                  ） □□ 日 
 
  

問 26-1で「ア．」「イ．」のいずれかに回答した方にうかがいます。 

 問 26-2   その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われま

したか。あてはまる番号１つに○をつけ、日数についても□内に数字で記入して

ください。（数字は一枠に一字）  なお、病児・病後児のための事業等の利用に

は、一定の利用料がかかり、利用前にかかりつけ医の受診が必要となります。 

１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい ⇒ □□日／年 ⇒ 問 26-3へ 

２．利用したいとは思わない ⇒ 問 26-4へ 

 

問 26-5へ 

あて名のお子さんが病気などの際の対応についてうかがいます。 

（月曜日から金曜日までの定期的な教育・保育を利用する方のみ） 

問 26-2へ 
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 問26-3   問26-2で「１.できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」に○をつけた方

にうかがいます。子どもを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思

いますか。  （あてはまる番号すべてに○） 

１． 他の施設（例：幼稚園・保育所等）に併設した施設で子どもを保育する事業 

２． 小児科に併設した施設で子どもを保育する事業 

３． 地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業 

（例：ファミリー・サポート・センター等） 

４． その他（具体的に：                                      ） 

 ⇒ 問 27へ 

 問26-4   問26-2で「２．利用したいと思わない」に○をつけた方に伺います。そう思う理由

は何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

１． 病児・病後児を他人に看てもらうのは不安  

２． 地域の事業の質に不安がある 

３． 地域の事業の利便性（立地や利用可能時間・日数など）がよくない 

４． 利用方法（手続きや利用料など）がわからない 

５． 利用料がかかる・高い                

６． 親が仕事を休んで対応する 

７． 子どもをみてもらえる親族や友人・知人がいる   

８． その他（                                           ） 

⇒ 問 27へ     

問 26-1で「ウ．」から｢ク．｣のいずれかに回答した方にうかがいます。 

 問 26-5   その際、「できれば父母のいずれかが仕事を休んで看たい」と思いましたか。   

（○は１つ） 

            「ウ．」から「ク．」の日数のうち仕事を休んで看たかった日数についても数字で

記入してください。（数字は一枠に一字） 

１． できれば仕事を休んで看たい  ⇒ □□ 日                ⇒ 問 27へ 

２． 休んで看ることは難しい 

 

 問26-6   問26-5で「２．休んで看ることは難しい」に○をつけた方にうかがいます。そう思

われる理由は何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

１． 子どもの看護を理由に休みがとれない  

２． 就業時間が不規則であったり、自営業なので休めない 

３． 休暇日数が足りないので休めない  

４． その他（                                           ） 

⇒ 問 27へ 
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 問27   日中の定期的な教育・保育事業や病気のため以外に、私用、親の通院、不定期の就労等

の目的で不定期に利用している事業はありますか。ある場合は、あてはまる番号すべて

に○をつけ、１年間のおおよその利用日数も□内に数字ご記入してください。        

（数字は一枠に一字） 

利用している事業・日数（１年間のうち） 

１． 一時預かり 
（私用など理由を問わずに保育所などで一時的に子どもを保育する事業） □□日 

２． 幼稚園や認定こども園での預かり保育 

（通常の就園時間の前後に預かる事業のうち不定期に利用する場合のみ） 
□□日 

３． ファミリー・サポート・センター 
（会員制による一時預かりを中心とした相互援助活動） □□日 

４． その他（具体的に：                                  ） □□日 

５． 利用していない  
 

問 27で「５．利用していない」と回答した方にうかがいます。 

 問27-1   現在利用していない理由は何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

１． 特に利用する必要がない          ２． 利用したい事業が地域にない 

３． 地域の事業の質に不安がある         ４． 地域の事業の利便性（立地や利用可能時間・

日数など）がよくない 

５． 利用料がかかる・高い                ６． 利用料がわからない 

７． 自分が事業の対象者になるのか       ８． 事業の利用方法（手続き等）がわからない 

どうかわからない               

９． 利用できる事業を知らない        10．その他(                      ) 

 問28   あて名のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何日くらい

事業を利用する必要があると思いますか。利用希望の有無についてあてはまる番号と記

号すべてに○をつけ、必要な日数を□内に数字で記入してください。                

（数字は一枠に一字）  なお、事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。 

１． 利用したい         「ア．」～「エ．」までの合計⇒ 
計  □□ 日 

 
ア． 私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や

親の習い事等）、リフレッシュのため 年間で□□ 日 

 
イ． 冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹

を含む）や親の通院等のため 年間で□□ 日 

 
ウ． 不定期の就労のため 

年間で□□ 日 
 

エ． その他（               ） 
年間で□□ 日 

２．利用する必要はない ⇒ 問29へ 

⇒問 28へ 

問 28-1へ 

あて名のお子さんの不定期の教育・保育事業や宿泊を 

伴う一時預かり等の利用についてうかがいます。 
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 問 28-1   問 28で「1．利用したい」に○をつけた方にうかがいます。問 28の目的でお子さ

んを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思われますか。（○は１つ） 

１． 大規模施設で子どもを保育する事業（例：幼稚園・保育所等） 

２． 小規模施設で子どもを保育する事業（例：地域子育て支援拠点事業等） 

３． 地域住民等が子育て家庭等の近くの場所で保育する事業                

（例：ファミリー・サポート・センター等） 

４． その他（                                            ） 

 

 問29   あて名のお子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）の

育児疲れや育児不安、病気など）により、泊りがけで年間何日くらい家族以外に預ける必

要があると思いますか。 

短期入所生活援助事業（ショートステイ）（児童養護施設等で一定期間、子どもを保護す

る事業）の利用希望の有無についてあてはまる番号・記号すべてに〇をつけ、必要な泊数

をご記入ください。（利用したい泊数の合計と、目的別の内訳の泊数を□内に数字でご記

入ください。数字は一枠に一字。） なお、事業の利用にあたっては、一定の利用料がかか

ります。 

１． 利用したい           
計 □□ 泊 

 
ア． 冠婚葬祭 □□ 泊 

 
イ． 保護者や家族の育児疲れ・不安 □□ 泊 

 
ウ． 保護者や家族の病気 □□ 泊 

 
エ． その他（               ） □□ 泊 

２． 利用する必要はない   
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 問30   あて名のお子さんについて、小学校の放課後の時間をどのような場所で過ごさせたい

と思いますか。現在の希望や予測の範囲でお答えください。 

あてはまる番号すべてに○をつけ、それぞれ希望する週あたり日数を数字で記入してく

ださい。（数字は一枠に一字） なお、「６．放課後児童クラブ」で過ごさせたいと回答する

場合は、利用したい時間を、１８時のように２４時間制で記入してください。           

（数字は一枠に一字） 

 

小学校の放課後に過ごさせたい場所 １～３年生 ４～６年生 

１． 自宅 週 □ 日くらい 週 □ 日くらい 

２． 祖父母宅や友人・知人宅 週 □ 日くらい 週 □ 日くらい 

３． 習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、

学習塾など）、放課後のクラブ活動（陸

上、合唱など）、スポーツ少年団 

週 □ 日くらい 週 □ 日くらい 

４． 児童館（自由来館としての利用） 週 □ 日くらい 週 □ 日くらい 

５． 放課後子ども教室 ※１ 週 □ 日くらい 週 □ 日くらい 

６． 放課後児童クラブ〔学童保育〕※２ 
週 □ 日くらい 

□□時まで 

週 □ 日くらい 

□□時まで 

７． ファミリー・サポート・センター 週 □ 日くらい 週 □ 日くらい 

８． 放課後等デイサービス ※３ 週 □ 日くらい 週 □ 日くらい 

９． その他（公民館、公園など） 週 □ 日くらい 週 □ 日くらい 

※１ 地域の方々の協力を得て、放課後や週末に小学校や公民館で学習・スポーツ・文化芸術活動などを

体験する取組です。保護者の就労の有無に関わらず利用できます。現在は月数回程度の実施です。 

※２ 保護者が就労等により昼間家庭にいない場合などに、支援員のもと、子どもの生活の場を提供する

ものです。学童保育とも呼ばれていますが、会津若松市では「こどもクラブ」と呼んでおり、事業の利

用にあたっては、一定の利用料がかかります。 

日曜日、祝日及び年末年始を除く月曜日から土曜日、長期休業日（夏休みなど）、学校行事等による

繰替休業日の１８時まで（延長利用の場合は１９時まで）利用することができます。 

※３ 障がいのある子どもや、発達に課題のある子どもが、放課後等に利用するサービスです。  

 

 

 

あて名のお子さんが小学校に入ってからの 

放課後の過ごし方についてうかがいます。 
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 問 31   あて名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得し

ましたか。（母親と父親、それぞれ１つに○） 

母親 父親 

１． 働いていなかった 

２． 取得した（取得中である） 

３． 取得していない  

 ⇒ 
 

 

１． 働いていなかった 

２． 取得した（取得中である）  

３． 取得していない 

⇒ 

 

 

１． 職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

２． 仕事が忙しかった 

３． （産休後に）仕事に早く復帰したかった 

４． 仕事に戻るのが難しそうだった 

５． 昇給・昇格などが遅れそうだった 

６． 収入減となり、経済的に苦しくなる 

７． 保育所（園）などに預けることができた 

８． 配偶者が育児休業制度を利用した 

９． 配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった 

10． 子育てや家事に専念するため退職した 

11． 職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

12． 有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 

13． 育児休業を取得できることを知らなかった 

14． 産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らず、退職した 

15． 自営業のため困難だった 

16． その他（具体的に：                                        ） 

 問31-1   子どもが原則１歳（保育所等における保育の実施が行われないなど一定の要件を

満たす場合は１歳6か月）になるまで育児休業給付が支給される仕組み、子どもが

満３歳になるまでの育児休業等（法定の育児休業及び企業が法定を上回る期間設

けた育児休業に準ずる措置）期間について健康保険及び厚生年金保険の保険料が

免除になる仕組みがありますが、ご存じでしたか。（○は１つ） 

１． 育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた 

２． 育児休業給付のみ知っていた 

３． 保険料免除のみ知っていた 

４． 育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった 

  

取得していない理由（下からあてはまる
番号をすべて選んで記入してください） 
                       

取得していない理由（下からあてはまる
番号をすべて選んで記入してください） 
                       

すべての方に、育児休業や短時間勤務制度など 

家庭と職場の両立支援制度についてうかがいます。 
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問 31で育児休業を「2. 取得した（取得中である）」と回答した方にうかがいます。 

⇒ 該当しない方は、問 32へ 

 問31-2   育児休業取得後、職場に復帰（予定を含む）しましたか。（それぞれに○は１つ） 

（１）母親 

１． 育児休業取得後、希望する保育サービス ※１を利用して職場に復帰した（復帰する予定） 

２． 育児休業取得後、希望する保育サービス ※１を利用できなかったが、他のサービス等を

利用して職場に復帰した（復帰する予定） 

３． 現在も育児休業中である 

４． 育児休業中に離職した 

（２）父親 

１． 育児休業取得後、希望する保育サービス ※１を利用して職場に復帰した（復帰する予定） 

２． 育児休業取得後、希望する保育サービス ※１を利用できなかったが、他のサービス等を

利用して職場に復帰した（復帰する予定） 

３． 現在も育児休業中である 

４． 育児休業中に離職した 

※１ 「希望する保育サービス」とは、認可保育所など問19-2に記載のある教育・保育事業を指しています。 
なお、祖父母等の親族や親戚、友人・知人などに預けた（預ける）場合は含みません。 

問 31-2で「1．」または「2．」（職場に復帰した・復帰予定）と回答した方にうかがいます。 

 問 31-3   育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所等の入所に合わせたタイ

ミングでしたか。あるいはそれ以外でしたか。（それぞれ、どちらか１つに○） 

※年度初めでの認可保育所等の入所を希望して、１月～２月頃復帰して一時的に認可外保

育所に入所した場合なども「1．」にあてはまります。また、年度初めでの入所を希望して

復帰したが、実際には希望する保育所に入所できなかったという場合も「1．」を選択し

てください。 

（１）母親 

１． 年度初めの入所に合わせたタイミングだった      ２．それ以外だった 

（２）父親 

１． 年度初めの入所に合わせたタイミングだった      ２．それ以外だった 

 問 31-4   育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何ヶ月のときに職場復帰しましたか。 

また、お勤め先の育児休業の制度の期間内で、何歳何ヶ月の時まで取得したかった

ですか。 それぞれ、□内に数字で記入してください。（数字は一枠に一字） 

（１）母親 

実際の取得期間 □ 歳 □□ヶ月まで 希望は □ 歳 □□ヶ月まで 

（２）父親 

実際の取得期間 □ 歳 □□ヶ月まで 

 

 

 

希望は □ 歳 □□ヶ月まで 
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問 31-4で実際の復帰と希望が異なる方にうかがいます。 

 問31-5   希望の時期に職場復帰しなかった、できなかった理由についてうかがいます。 

（１）「希望」より 早く 復帰した方（それぞれ、あてはまる番号すべてに○） 

 ①母親 

１． 希望する保育所等に入るため          ２． 配偶者や家族の希望があったため 

３． 経済的な理由で早く復帰する必要があった ４． 人事異動や業務の節目の時期に合わせるため 

５． その他（具体的に：                                             ） 

 ②父親 

１． 希望する保育所等に入るため          ２． 配偶者や家族の希望があったため 

３． 経済的な理由で早く復帰する必要があった ４． 人事異動や業務の節目の時期に合わせるため 

５． その他（具体的に：                                             ） 

（２）「希望」より 遅く 復帰した方（それぞれ、あてはまる番号すべてに○） 

 ①母親 

１． 希望する保育所等に入れなかったため   ２． 自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため 

３． 配偶者や家族の希望があったため     ４． 職場の受け入れ態勢が整っていなかったため 

５． 子どもをみてくれる人がいなかったため 

６． その他（具体的に：                                             ） 

 ②父親 

１． 希望する保育所等に入れなかったため   ２． 自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため 

３． 配偶者や家族の希望があったため     ４． 職場の受け入れ態勢が整っていなかったため 

５． 子どもをみてくれる人がいなかったため 

６． その他（具体的に：                                                 ） 

 

問 31-2で「１．育児休業取得後、希望する保育サービスを利用して職場に復帰した（復帰する

予定）」と回答した方にうかがいます。 

 問31-6   育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利用しましたか。復帰予定の

方は現時点での考えでお答えください。（それぞれ 1つに○） 

（１）母親 

１． 利用する必要がなかった（フルタイムで働きたかった、もともと短時間勤務だった）、ない 

２． 利用した、利用する予定 

３． 利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった） 

（２）父親 

１． 利用する必要がなかった（フルタイムで働きたかった、もともと短時間勤務だった）、ない 

２． 利用した、利用する予定 

３． 利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった） 
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問 31-６で「３.利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった）」と回答した方にうかがい

ます。 

 問 31-7   短時間勤務制度を利用しなかった（利用できなかった）理由は何ですか。       

（それぞれ、あてはまる番号すべてに○） 

 （１）母親 

１． 職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった 

２． 仕事が忙しかった 

３． 短時間勤務にすると給与が減額される 

４． 短時間勤務にすると保育所の入所申請の優先順位が下がる 

５． 配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した 

６． 配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、子どもをみてくれる人がいた 

７． 子育てや家事に専念するため退職した 

８． 職場に短時間勤務制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

９． 短時間勤務制度を利用できることを知らなかった 

10． その他（具体的に：                                       ） 

 （２）父親 

１． 職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった 

２． 仕事が忙しかった 

３． 短時間勤務にすると給与が減額される 

４． 短時間勤務にすると保育所の入所申請の優先順位が下がる 

５． 配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した 

６． 配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、子どもをみてくれる人がいた 

７． 子育てや家事に専念するため退職した 

８． 職場に短時間勤務制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

９． 短時間勤務制度を利用できることを知らなかった 

10． その他（具体的に：                                       ） 

問 31-2で「３. 現在も育児休業中である」と回答した方にうかがいます。 

 問31-8   あて名のお子さんが１歳になったときに必ず利用できる事業があれば、１歳になる
まで育児休業を取得しますか。または、預けられる事業があっても１歳になる前に復
帰しますか。（それぞれ 1つに○） 

 （１）母親 

１． １歳になるまで育児休業を取得したい    ２． １歳になる前に復帰したい 

 （２）父親 

１． １歳になるまで育児休業を取得したい    ２． １歳になる前に復帰したい 
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 問 32   日頃、お子さんと外出して遊ぶ際、遊び場として、どのような施設・場所を利用する

ことが多いですか。また、利用料金や移動時間はどのくらいかかりますか。最も利用

頻度が高い番号に〇を付けてください。 

〇天気が良い時 

【利用する施設・場所】 ※○は１つ 

 

 

 

 

 

 

 

【施設・場所の利用料】 ※○は１つ 

 

 

 

 

【所要移動時間】 ※○は１つ 

 

 

 

 

〇天気が悪い時(暑い・寒い・風・雨・雪など) 

【利用する施設・場所】 ※○は１つ 

 

 

 

 

 

 

【施設・場所の利用料】 ※○は１つ 

 

 

 

 

【所要移動時間】 ※○は１つ 

 

 

 

１． 近所の公園や広場 ２． 郊外の大きな公園（会津総合運動公園等） 

３． 近所の路地、空地（危険でない場所） ４． 子育て支援施設（子育て支援センター、児童館等） 

５． 社会教育施設（公民館、図書館等） ６． 屋内運動施設（体育館、屋内プール等） 

７． 大型商業施設内の子ども向け遊び場 ８． 外出して遊ばない 

９． その他(                                    ) 

 

 
1． 無料 ２． 30分：100円未満   

3． 30分：300円くらい ４． 30分：500円くらい   

5． 30分：600円以上 ６． その他  (                )円くらい 

 

 
１． 徒歩で１０分以内 ２． 車で１０分以内 ３． 車で３０分以内  

４． 車で１時間以内 ５． 車で 1時間超 ６． その他(               ) 

１． 近所の公園や広場 ２． 郊外の大きな公園（会津総合運動公園等） 

３． 近所の路地、空地（危険でない場所） ４． 子育て支援施設（子育て支援センター、児童館等） 

５． 社会教育施設（公民館、図書館等） ６． 屋内運動施設（体育館、屋内プール等） 

７． 大型商業施設内の子ども向け遊び場 ８． 外出して遊ばない 

９． その他(                                    ) 

 

1． 無料 ２． 30分：100円未満   

3． 30分：300円くらい ４． 30分：500円くらい   

5． 30分：600円以上 ６． その他  (                )円くらい 

 

１． 徒歩で１０分以内 ２． 車で１０分以内 ３． 車で３０分以内  

４． 車で１時間以内 ５． 車で 1時間超 ６． その他(               ) 

 

お子さんの遊び場についてうかがいます。 



24 

 

 問 33   問 32のような遊び場を利用する時や探す際に困る・困ったことについて、あてはまる

番号に〇をつけてください。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問 34   最近では、有料の子どもの遊び場も見受けられます。たとえば市内に遊具なども充実

し、トイレや授乳施設なども充実した屋内施設があれば利用したいと思いますか。また、

いくらまでなら負担しても良いとお考えですか。あてはまる番号１つに○をつけてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 問 35   目安としては、いくらまでなら負担しても良いとお考えですか。あてはまる番号１つ

に○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 問 36   お子さんと遊ぶ施設の近くや施設内に有れば良いと思う施設はありますか。あてはま

る番号すべてに〇を付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 遊具の種類が充実していない ２． 遊ぶスペースが狭い、小さい 

３． 駐車場が少ない ４． 安全対策が不十分で、安心して遊ばせられない 

５． 施設や設備（トイレ等）が古い ６． 天気が悪い時(雨や雪の日)に遊ばせられない 

７． 施設までの距離が遠い ８． ベビーカーでの移動に配慮されていない 

９． 授乳する場所や必要な設備がない 10． オムツ替えや親子用に便利なトイレがない 

11． 子どもの食事に配慮された場所がない  12． 周囲の人に子ども連れを迷惑がられる 

13． 情報がないので探せない 14． 特に困ること・困ったことはない 

15． その他（                                                 ） 

１． 施設が充実しているなら有料でも使ってみたい ⇒ 問 35へ 

２． 施設の利用料によっては使ってみたい ⇒ 問 35へ 

３． 無料なら使ってみたい      ４． 使わない      ５． わからない  ⇒ 問 3６へ  

 

１． 30分：１００円くらい ２． 30分：３００円くらい 

３． 30分：５００円くらい ４． その他  30分：(        )円くらい 

５． 分からない 

 

１． スーパーマーケット・コンビニエンスストア ２． 飲食店（カフェ、フードコート等）  

３． リラクゼーション施設（温泉、マッサージ等） ４． 医療施設（クリニック等） 

５． 図書館（こどもとしょかんを含む） ６． 運動施設(体育館、プール等) 

７． 行政の窓口 ８． 子どもの一時預かり施設        

９． 児童館 １０． 公民館     

１１． 自習・読書スペース １２． 特にない 

13. その他(                                            ) 

 

１３．その他（                                              ）

（                                        ） 
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 問3７   最後に、子育ての環境や支援（妊娠、出産から子育て期にわたる市の事業など）を充実

させることで会津若松市をどんなまちにしたいか、会津若松市でお子さんにどんな教育

を受けさせたいか、お子さんにどのように成長してほしいかなど、ご意見がございまし

たら自由にご記入ください。 

（例）○会津若松市に・・・といった子育て支援事業（施設）があると、〇〇〇なまちにできる。 

  ○会津若松市で行っている・・（子育て支援事業）・・について、もっと〇〇すれば、□□□

なまちになると思う。 

 

【保護者の方のご意見】 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 

【お子さんのご意見】（可能であれば）  

※保護者の方がお子さんから聞き取りのうえご記入ください。 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 

調査にご協力いただきまして、まことにありがとうございました。  

同封の返信用封筒（切手不要）に入れ、令和６年 3月２5日（月）までにご投函ください。 

※Web上でご回答いただく場合、投函は不要です。 


